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２０２０度 

町田・安心して暮らせるまちづくりプロジェクト 

（通称：町プロ） 

活動報告 

 

 

 

 
 

～高齢者の在宅療養を支えるために～ 

医療・介護をはじめとした多職種が連携し、地域包括ケアシステム

の構築を目指すことにより、いつまでも住み慣れた地域で 

安心して暮らせるまちづくりを推進します。 
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１ 町田・安心して暮らせるまちづくりプロジェクト推進協議会 協議事項等 

について 
「町田・安心して暮らせるまちづくりプロジェクト推進協議会」を３回開催しました。 

 

（１） 開催日（全３回） 

  第１回 ２０２０年  ５月２０日(木)  書面開催 

第２回 ２０２０年１０月１５日(木)  医師会館開催（傍聴者のみリモート参加） 

第３回 ２０２１年 ２月１８日(木)  リモート開催 

 

 

（２） 主な協議事項（第１回～第３回） 

ア 町田・安心して暮らせるまちづくりプロジェクト推進協議会設置要項の改正に

ついて                             

イ 町田・安心して暮らせるまちづくりプロジェクト実施方針（2020～2022 年度）、

（2021～2023 年度）（案）について 

ウ 2020 年度町田・安心して暮らせるまちづくりプロジェクト実施スケジュールに

ついて 

エ 町田市退院調整シートについて 

オ 第１４・１５回多職種連携研修会について 

 

 

（３） 主な報告事項（第１回～第３回） 

ア 各地域ケア会議の報告について 

イ 第１４回多職種連携研修会開催報告について 

ウ 町田市版グループ診療の報告について 

エ 第９回喀痰吸引研修の実施について 

オ 医療と介護の連携センターの実績について 

カ 町プロポータルサイトの運用について 

キ 町プロ多職種連携研修会緊急企画 動画配信について 

ク 町プロ・地区別企画「地域の医療と介護を知ろう！ウォークラリー」開催報告

について 
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２ 多職種連携研修会について 
医療・介護等のサービス提供者がスムーズに連携するチームケアの実現を目的に医療・

介護関係者を対象とした専門職向け研修会と、在宅療養に関する知識の普及を目的とした
市民向け研修会を、それぞれ１回ずつ開催しました。 
 
（※これまでの実績） ２０１３年度：第１回（２０１４年３月）、 

２０１４年度：第２回（２０１４年９月）、第３回（２０１５年３月） 

２０１５年度：第４回（２０１５年８月）、第５回（２０１６年２月） 

２０１６年度：第６回（２０１６年９月）、第７回（２０１７年２月） 

２０１７年度：第８回（２０１７年９月）、第９回（２０１８年３月） 

２０１８年度：第 10 回（２０１８年８月）、第 11 回（２０１８年１２月） 

２０１９年度：第 12 回（２０１９年８月）、第 13 回（２０１９年１２月） 

 
●第１４回多職種連携研修会(専門職向け) 
（１）開催日：２０２０年１１月１４日（土） １４：００～１６：３０ 

 

（２）会 場：オンライン配信 

 

（３）研修内容 

   ・基調講演 

「地域における薬剤師のお仕事」 

      町田市薬剤師会 理事 高橋 克也 氏 

 「病院薬剤師のお仕事」 

      町田市薬剤師会 副会長 大谷 芳彦 氏 

 
 

・パネルディスカッション「在宅での服薬を多職種で支える」 

     ＊パネラー＊ 

町田市医師会   副会長  山下 弘一氏 

町田市薬剤師会   副会長  大谷 芳彦 氏 

          理事  高橋 克也 氏 

町田市訪問看護ステーション連絡会  岡部 幸子氏 

町田市訪問介護事業所協議会 会長  遠藤 圭 氏 

町田市ケアマネジャー連絡会   大島 泰嗣 氏 

＊司会＊ 

町田第１高齢者支援センター センター長 齋藤 美和子氏 

 

 

 

 

 

 

（４）参加者数 １０２名 
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●第１５回多職種連携研修会(市民向け) 

（１）開催日：２０２１年３月２０日（土）公開開始 

 

（２）会 場：オンライン配信  

 

（３）研修内容 

   ・講演 

「かかりつけ薬剤師の役割」 

     町田市薬剤師会 理事 橋本 登氏 

「サプリメントと医薬品の飲み合わせについて」 

町田市薬剤師会 副会長 井上 俊氏 

「動画で学ぶ！お薬手帳の力」 

   町田市薬剤師会 理事 高橋 克也氏 

 

（４）アクセス数  ７３２回（２０２１年４月末時点） 

 

 

３ 喀痰吸引研修について 
「社会福祉士および介護福祉士法」の一部改正（注１）により介護を必要とする方に対

し安全かつ適切に痰（たん）の吸引等を行うことができるホームヘルパーなどを養成する

ことを目的に、医師会と協力して実施しています。 

 

 

 

 

 

 

（１） 開催日：２０２０年１１月７日（土）、８日（日） 

    

（２） 研修場所：町田市医師会館 

 

（３） 研修概要 

  特定の喀痰吸引等の医療行為が実施可能となる第３号研修 

 

（４）参加者数     １６名 

参加者数累計 ２７２名 

（うち、実地研修実施人数累計 １０９名） 

 

 

（注１）たんの吸引等について 

医師や看護師に限定されていた、痰の吸引等について一定の研修を受けた介護職員等においては、

医療や看護との連携による安全確保が図られている等、一定の条件の下でたんの吸引等の行為を実施

できるようになりました。（H24.4「社会福祉士および介護福祉士法」一部改正により） 
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４ 救急医療情報キットについて 

高齢者の安全・安心を確保することを目的に、「かかりつけ医」「緊急連絡先」などの情

報を専用の容器に入れ、自宅に保管しておくことで、万が一の救急時に備えるツールです。 

 

（１） 運用方法 

 主疾患や服用中の薬、緊急連絡先等を記載した救急医療情報記録用紙が入った「救急医

療情報キット」の専用ボトルを対象者宅の冷蔵庫に保管すると、緊急時に救急隊が情報を

確認し、救急病院に情報提供をします。冷蔵庫と玄関にステッカーを貼ることで救急隊に

ボトルが冷蔵庫に入っていることを知らせることができます。 

医療機関（かかりつけ医）、高齢者支援センターで配布しています。 

 

（２） 対象者 

ア ７５歳以上の単身者（日中独居の方含む） 

イ ア以外で医師が必要と判断した方 

 

（３） 配布物 

 ア 救急医療情報キット専用ボトル 

 イ 冷蔵庫用ステッカー・玄関用ステッカー 

 ウ 救急医療情報記録用紙 

 エ 救急医療情報キットのご案内（パンフレット） 

 

 

５ グループ診療について 

 医療検討部会を設置し、２０１７年４月から忠生地区で町田市版 主治医・副主治医制

（グループ診療）モデルのトライアルを行ってきました。２０２０年度は、これまでの検

討結果を取りまとめ、報告書を作成しました。 

 

 

６ 退院調整シートについて 

入退院支援部会にて、病院を中心とした入退院支援がスムー

ズに行えるように、退院時の効率的かつ効果的な情報共有の仕

組みについて検討し、退院支援においてケアマネジャーが退院

後の在宅療養のために必要な情報を病院スタッフからヒアリン

グする際の項目をまとめた「退院調整シート」を２０１８年度

に作成しました。 

２０２０年度の取組では、２０１９年度に実施したアンケー

トの結果を受け、退院調整シートの更新を行いました。 
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７ ケアマネサマリーについて 
受診または入院の際に、介護保険サービスの利用者や家族の

状況から治療及び退院時に積極的な支援が必要であるとケア

マネジャーが判断した場合に、医療機関へ利用者の情報を提供

するために使用するシートです。 

２０１８年度にケアマネジャー連絡会が中心となって様式

を見直し、改訂版ケアマネサマリーを作成しました。 

試行期間を経て、２０１９年３月より本格運用を開始してい

ます。 

 

 

 

 

 

 

８ Dr.Link について 

医師がケアマネジャーからの連絡や相談をスムーズに受けることができるように、あら

かじめ医師が対応可能な曜日、時間帯、相談方法などをリスト化してケアマネジャーが医

師と連絡や相談がしやすい環境をつくるケアマネタイムを導入しました。町田市版ケアマ

ネタイムを「Dr.Link」と名付け、２０１５年３月から南圏域でモデル運用スタート。２０

１７年４月から市内全域での運用開始となり、毎年更新を行っています。 

（２０２０年度は未更新） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 医療と介護の連携支援センターについて 

 ２０２０年４月に医療・介護の連携についての専門職からの

相談対応や高齢者支援センターの後方支援を行う、地域包括支

援センターとして「医療と介護の連携支援センター」を開設し

ました。 

 

・委託先  医療法人社団創生会 

・配置職種 社会福祉士・介護支援専門員・保健師等 

・業務内容 医療・介護事業者等からの在宅医療・介護連携 

に関する相談受付・支援 

・実績   ２０２０年度相談件数  ９７２件 
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１０ シンボルマークの制作・活用 
２０１８年４月より、シンボルマークの募集・作成、活用方法

及び広報活動の検討を目的に、シンボルマーク部会を１６回開催。 

制作したシンボルマークを活用して２０１９年度はステッカー

を作成、２０２０年度はお薬手帳カバーを作成しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１ 地域資源マップについて 
 「地域の医療・介護サービス資源情報の共有化」を推

進し、医療機関や介護事業所等が連携するための地域資

源情報を手軽に取得できる環境を作ることを目的に、２

０１９年６月に「地域資源マップ検討部会」を設置しま

した。 

２０１９年度は部会を４回開催し、方向性について検

討し、２０２０年４月１日にインターネット上で閲覧出

来る医療・介護資源マップを公開しました。 

 

 

 

 

 

１２ 町プロポータルサイトについて 
 医療と介護の関係者が、町プロの活動について

理解を深めるとともに、在宅医療・介護連携に必

要な情報を共有するため、２０２０年４月１日に 

ポータルサイトを立ち上げました。 

 

【主な掲載内容】 

・医療と介護の資源マップ 

・町プロ協議会の議事録 

・多職種連携研修会の開催結果 

・連携ツールなど町プロの取組の紹介 

・地域ケア会議の開催案内及び会議結果 
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１３ 医療と介護の資源紹介イベントについて 
 市民に対し、地域の医療機関と介護事業所を知って頂く

目的で町田第３高齢者支援センターのエリアでウォークラ

リーを開催しました。 

 参加者へのプレゼントとして、地域の医療と介護の事業

所の紹介冊子を作成し、シンボルマークの付いたお薬手帳

カバーと合わせて配布しました。 

 

・時期   ２０２０年９月２３日～１０月３日 

・地域   町田第３高齢者支援センターエリア 

（玉川学園、東玉川学園、南大谷） 

・参加者数 １６３人 


